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1．はじめに
　一般撮影領域においては、カセッテ型 FPD シ
ステムの登場により、検査ワークフローが大きく
変わろうとしている。X 線自動検出機能が FPD
で実用化されたことにより、ポータブル検査にお
いてもカセッテ型 FPD システムの利用が広がっ
ている。今回われわれは、ポータブル検査で撮影
頻度の高い胸部・腹部撮影を対象に散乱線除去グ
リッドのように画像コントラストを改善する
Virtual Grid 技術を開発したので、その概要につ
いて紹介する。

2．Virtual Grid 技術の狙い
　ポータブル撮影では、ベッドの沈み込みなどに
より X 線がグリッドに対して垂直に入射するこ
とが困難な場合がある。その場合、グリッド陰影
による濃度ムラが発生する原因となる。そのた
め、施設によっては、散乱線による画質低下を許
容して、グリッドを使用せずに検査を実施してい
るところもある。Virtual Grid 技術では、グリッ
ドを使用していない胸部・腹部画像のコントラス
トを改善することで高画質化することができる

（図 1）。

3．Virtual Grid 技術
　Virtual Grid 技術は画像コントラストを低下さ
せる散乱線を推定して抑制する「コントラスト改
善処理」と粒状性を改善させる「粒状性改善処
理」によって構成されている。
3-1 コントラスト改善処理
　散乱線は、照射する X 線のエネルギー、被写
体の組成、厚みなど様々な影響を受けて変化する
が、ここでは、被写体厚による影響を例にして説
明する。
　X線が被写体に入射すると被写体内では吸収と
ともに散乱が発生し空間的に広がっていく。
　被写体の厚みが増加すると、X線の吸収量は増
え、散乱線が広がる範囲が拡大しコントラストが
低下する原因となる。
　Virtual Grid では、あらかじめ検査で使用する
撮影条件（管電圧、mAs 値、距離、グリッド情
報）を登録しておく。
　これらの撮影情報を用いることで、任意の距離
におけるX線量を推定することが可能である。
　また検査画像の画素値から画素単位でのFPD
への入射線量を推定することができる（図 2）。
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図 1：Virtual Grid 処理使用例 図 2：撮影条件と画像による被写体厚の推定
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　撮影条件から推定された線量と検査画像の画素
値から求めた線量値の差は、被写体による X 線
吸収量に相関しており、そこから画素単位での被
写体厚を推定することができる。
　被写体厚が求まることにより、被写体で発生し
た散乱線量とその広がりを推定することが可能と
なる。一方で、グリッドの格子比、密度、中間素
材などが決まると、グリッド透過後の X 線の一
次線透過率と散乱線除去率が決定され、グリッド
透過後の各画素の一次線と散乱線量が決定される

（図 3）。

　そこで推定された被写体透過直後の一次線と散
乱線の量および、グリッドの一次線透過率、散乱
線除去率からグリッド透過後の一次線量と散乱線
量を算出する。被写体透過直後の X 線量を正し
く推定できれば、グリッド使用時と同じ印象の画
像を計算できることになる。

3-2 粒状性改善処理
　FPD に入射した X 線は、線や点などの構造情
報を持つ一次線成分と構造情報を持たない散乱線
成分からなる。構造情報を持たない散乱線成分
は、画像の X 線量子ノイズを増加させる要因と
なっている。粒状性改善処理では、点構造や線構
造の周囲に分布する「構造を持たないノイズ」成
分を抽出し低減することで画像の粒状性を改善す
る処理である（図 4）。

4．画像処理結果
　Virtual Grid を使用した例を図 5 に示す。図 5

（a）は、グリッドを使用せずに撮影した画像であ
る。（b）は、Virtual Grid 技術を適用した際に算
出した散乱線量を画像化したものである。

　横隔膜下の比較的厚い部分の一次線と散乱線の
比率は圧倒的に散乱線の量が多くなるが、吸収さ
れる散乱線量も多いため、FPD に入射する散乱
線量は少なくなる。それに対して肺野領域では周
りからの散乱線が肺野に入るため散乱線量が多く
観測されることとなる。（c）は、Virtual Grid 技
術を適用した画像であり、（d）は実際のグリッ
ドを使用した画像である。
　Virtual Grid と実グリッド画像が近いコントラ
ストを実現していることが分かる。

5．まとめ
　Virtual Grid 技術によりポータブル画像の高画
質化と検査ワークフローが改善さすることに寄与
できれば幸いである。

図 3：グリッド透過前後の一次線と散乱線の関係
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図 4：粒状性改善処理の効果

図 5：Virtual Grid 技術の適用例
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